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高密度化の科学と技術 
－焼結理論とプロセス制御による高機能化の最前線 － 

【オーガナイザー】 
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【セッション概要】焼結は古くから高密度焼結体の作製に用

いられており，すでに実用材料の製造に用いられている．焼

結により，高機能の製品が製造されている一方，高密度化・

粒成長メカニズムに関しては古くから理論的な検討が行わ

れているものの，依然，解明すべき課題が残っている．近年，

シミュレーション技術の急速な進展により，研究が進みつつ

ある．また，フラッシュ焼結等，新しい焼結技術が開発・提案

され，これらの技術を用いて特異な性質を持つ材料が作製

できることが示されている．本セッションでは，粉体成形，焼

結に関する理論的な研究から技術的な問題まで，広く講演

を募り，技術者，研究者が集い，議論する場としたい． 
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